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【公開番号】特開2020-10862(P2020-10862A)
【公開日】令和2年1月23日(2020.1.23)
【年通号数】公開・登録公報2020-003
【出願番号】特願2018-135459(P2018-135459)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２６Ｚ
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【手続補正書】
【提出日】令和2年1月10日(2020.1.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技を行うことが可能な遊技機であって、
　複数の発光素子を含む発光手段と、
　前記発光手段に供給可能な電力を伝送する伝送手段と、
　前記発光手段に駆動信号を供給可能な複数の駆動手段と、を備え、
　前記複数の駆動手段は、
　第１発光色を有する第１発光素子に駆動信号を供給可能な第１駆動手段と、
　前記第１発光色とは異なる第２発光色を有する第２発光素子に駆動信号を供給可能な第
２駆動手段と、
　前記第１発光色および前記第２発光色とは異なる第３発光色を有する第３発光素子に駆
動信号を供給可能な第３駆動手段とを含み、
　前記複数の駆動手段は、それぞれが複数の信号端子を含み、１の駆動手段に含まれる複
数の信号端子が１の発光素子に接続されている、
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　（１）上記目的を達成するために、本願の請求項に係る遊技機は、遊技を行うことが可
能な遊技機（例えばパチンコ遊技機１など）であって、複数の発光素子（例えば青色発光
ダイオード５２ＡＫＤ１、緑色発光ダイオード５２ＡＫＤ２、赤色発光ダイオード５２Ａ
ＫＤ３、白色発光ダイオード５２ＡＫＤ４など）を含む発光手段（例えば導光板ＬＥＤ０
３７ＳＧ６０７など）と、　前記発光手段に供給可能な電力を伝送する伝送手段と、
前記発光手段に駆動信号を供給可能な複数の駆動手段（例えば発光体ドライバ５２ＡＫ０
１～５２ＡＫ０４など）と、を備え、前記複数の駆動手段は、第１発光色を有する第１発
光素子に駆動信号を供給可能な第１駆動手段（例えば発光体ドライバ５２ＡＫ０１など）
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と、前記第１発光色とは異なる第２発光色を有する第２発光素子に駆動信号を供給可能な
第２駆動手段（例えば発光体ドライバ５２ＡＫ０２など）と、前記第１発光色および前記
第２発光色とは異なる第３発光色を有する第３発光素子に駆動信号を供給可能な第３駆動
手段（例えば発光体ドライバ５２ＡＫ０３、５２ＡＫ０４など）と、を含み、前記複数の
駆動手段は、それぞれが複数の信号端子（例えば端子ＣＱ０～ＣＱ２３など）を含み、１
の駆動手段に含まれる複数の信号端子が１の発光素子に接続されている（例えば図９－２
を参照）。
　これによれば、遊技機を適切に構成可能となる。
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